
●全国鉄筋工事業協会
岩田会長「政界・元請けへ改善点要望する団体に」

●日本免震構造協会
新会長に中澤昭伸氏選出

●全国建設室内工事業協会
横山会長「大幅値上げに直面」

●全国建設室内工事業協会関東支部
重要課題にＣＣＵＳ運用拡大

●フィットフレーム協会
菅会長「コロナ禍をチャンスと捉える」

●フリーフレーム協会
川村会長「防災・減災への貢献アピール」
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●日高広太郎氏

総　会総　会総　会

　全国鉄筋工事業協会
（全鉄筋、岩田正吾会長）
は３日、公益社団法人に
なってから回目、通期
回目の社員総会を開い
た。

　岩田会長＝写真＝は「協会のメンバ
ー同士が胸襟を開いて語り合い、改善
点を政界や元請けへ積極的に要望する
団体になりたい」と述べ、「本日のよ
うな協会員が一堂に会する場でも、皆

さんの生の声をどんどん聞かせてほし
い」と呼び掛けた。
　新団体の紹介では、山形県鉄筋工事
業組合の長谷部和彦理事長が登壇。
「就任してから日は浅いが、全鉄筋の
輪に加わり、活発な意見交換ができる
点に魅力を感じている」と述べた。同
組合は３月に全鉄筋への加入を承認さ
れた。これにより、全鉄筋は都道府
県の全地域団体が加盟する組織となっ
た。

　日本免震構造協会は８日、東京都内
で通常総会を開き、任期満了に伴う
役員改選で、新会長に中澤昭伸氏（織
本構造設計最高技術顧問）を選出し
た。
　中澤会長＝写真＝は、退任する和田
章前会長の功績に謝意を表した。その
上で、来年迎える協会創立周年を踏
まえ「さらなる発展に向け、従来の耐
震建物全てが免震構造になるような意
気込みで、皆で盛り上げていきたい」
と抱負を述べた。
　和田前会長は「今後も日本中に免震

・制震構造が増え続ける
よう頑張ってほしい」と
求めた。
　役員改選ではその他、
副会長に小林秀雄氏と東
野雅彦氏を再任、室田伸
夫氏を新任。専務理事に北村佳久氏を
新任し、沢田研自前専務理事は顧問に
就く。可児長英前顧問は退任した。
　年度は、創立周年記念・関東
大震災年委員会の発足やウェブサ
イトの改定、英語版電子書籍化を進め
る。

　全国建設室内工事業協
会（全室協、横山忠則会
長）は７日に東京都内で
第回定時総会を開い
た。横山会長＝写真＝は
「石油価格、原材料の高

騰により大幅な値上げに直面してい
る」と述べ、今後の建設市場の低迷
と指し値発注の増加への危ぐを示し
た。
　横山会長はダンピングの横行に備
え、会員同士の信頼構築、情報共有の
必要性を強調。「全室協を大いに活用

して」と会員に呼び掛けた。
　総会では、「経営の健全化と技能者
の確保・育成」を引き続きテーマとし
た年度事業計画を決定。建設キャ
リアアップシステムの加入促進、資格
取得などの人材育成支援、働き方改革
などに取り組むことも盛った。
　この他、年度の事業報告、収支決
算などを承認した。
　また、国土交通省不動産・建設経済
局の西山茂樹建設市場整備課長が「最
近の建設業を巡る状況について」と題
した特別講演を行った。

　フィットフレーム協会（菅浩一会長）
は６日、東京都内で年度通常総会
を開いた。今期は工法技術の発展や会
員企業の技術力向上、発注者や建設コ
ンサルタントへの宣伝活動に取り組む
と報告した。
　菅会長＝写真＝は「コロナ禍の中、
新しい生活様式に対応するためオンラ
イン化が進んだ。当協会でも、オンラ
イン講習会を開催し人が集まるな

ど新たな可能性を見いだ
した」と語った。また、
「働き方改革の面でも、
テレワークなど多様なワ
ークスタイルが浸透し、
無駄な出張や会議の削減
など、業務の効率化が著しい。こうし
た変化をチャンスと捉え、協会の活動
に取り組む」と述べた。

　フリーフレーム協会
（川村公平会長）は６日、
東京都内で年度定時
総会を開いた。川村会長
＝写真＝は、「昨年７月
に熱海市で発生した土石

流災害を受け、法面保護や防災・減災
の関心が高まっている」と述べ、「災
害に強いフリーフレーム工法をさらに
周知していくとともに、二酸化炭素を

削減する型枠の作成など、諸課題に取
り組む」と語った。
　今期は、工法技術の発展を目指し、
発注者や建設コンサルタントを対象と
した技術研修会の開催や、地方公共団
体へ講師を派遣する。また、普及活動
として、パンフレットや積算資料の作
成、官公庁への周知活動、国土交通省
や団体が主催する研究発表会に参加す
る。

　全国建設室内工事業協会関東支部
（伊東銀平会長）は７日に東京都内で
第回定時総会を開き、技能者の地位
向上に取り組むことなどを盛り込んだ
年度事業計画を決めた。建設キャ
リアアップシステム（ＣＣＵＳ）の運
用拡大を重要課題と位置付け、継続的
な雇用が可能な業界環境を整える。

　伊東会長＝写真＝は開
会に当たり、「事業活動
の方向性を明確に示し、
重要課題に着実に取り組
む」とあいさつした。
　この他、年度の事業
報告と収支決算、年度の収支予算な
どを承認した。
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り


　
▽
作
品
賞

日
本
テ
レ
ビ

番
町
ス
タ
ジ
オ
︵
日
本
テ
レ

ビ
放
送
網

大
成
建
設

早

稲
田
大
学
︶

深
江
竹
友
寮

︵
竹
中
工
務
店
︶

Ｎ
Ｈ
Ｋ

札
幌
拠
点
放
送
会
館
︵
日
本

放
送
協
会

日
建
設
計

大

林
組
︶

ダ
イ
ヤ
ゲ

ト
池

袋
︵
日
建
設
計
︶

　
▽
業
績
賞

熊
本
城
天
守

閣
︵
大
林
組

構
造
計
画
研

究
所
︶

慶
応
三
田
キ

ン

パ
ス
の
歴
史
エ
リ
ア
の
核
と

な
る
図
書
館
旧
館
の
保
存
活

用
︵
三
菱
地
所
設
計

文
化

財
保
存
計
画
協
会
︶

市
谷

の
杜
　
本
と
活
字
館
︵
大
日

本
印
刷

久
米
設
計
︶

　
マ
ン
シ

ン
管
理
業
協
会

は

２
０
２
２
年
度
管
理
業

務
主
任
者
試
験
の
実
施
要

領
を
発
表
し
た

申
込
案
内

書
を
８
月
１
日

９
月

日

に
配
布

申
し
込
み
の
受
付

期
間
は
９
月
１


日

試

験
は

月
４
日
に
実
施
す

る
︵
午
後
１
時
か
ら
２
時

間
︶


　
申
込
案
内
書
は

協
会
の

本
部
・
支
部

国
土
交
通
省

と
各
地
方
整
備
局

都
道
府

県

政
令
指
定
都
市
な
ど
で

配
布
す
る

同
協
会
ホ

ム

ペ

ジ
に
も
掲
載
す
る

受

験
手
数
料
は
８
９
０
０
円


　
試
験
会
場
は
北
海
道

宮

城
県

東
京
都

愛
知
県


大
阪
府
広
島
県
福
岡
県


沖
縄
県
と
周
辺
地
域


　
問
い
合
わ
せ
先
は
試
験
研

修
部
　
電
話
０
３
︵
３
５
０

０
︶
２
７
２
０


　
国
土
交
通
省
は

省
エ
ネ

や
省
Ｃ
Ｏ

の
先
導
的
な
技

術
を
導
入
し
た
住
宅
・
建
築

物
プ
ロ
ジ

ク
ト
を
支
援

す
る
た
め

２
０
２
２
年
度

の
企
画
提
案
募
集
を
開
始

し
た

募
集
期
限
は
７
月
５

日


　
対
象
と
な
る
先
導
技
術

は

マ
ン
シ

ン
や
一
戸
建

て
住
宅
で

高
断
熱
に
よ
る

省
エ
ネ
化
や
太
陽
光
発
電
と

蓄
電
池
の
併
用

非
住
宅
で

は
エ
リ
ア
で
の
熱
・
電
力
の

融
通
や
生
ご
み
発
電
な
ど
未

利
用
エ
ネ
ル
ギ

の
活
用
を

想
定
す
る


　
設
計
費
と
工
事
費
の
う
ち

先
導
的
と
評
価
さ
れ
た
部
分

の
費
用
を

補
助
率
２
分
の

１

上
限
５
億
円
で
補
助
す

る


　
問
い
合
わ
せ
は
メ

ル

︵shoco2@hyoka-jimu.j
p

︶
で
受
け
付
け
る


　
東
日
本
高
速
道
路
会
社
の

ま
と
め
に
よ
る
と

同
社
が

２
０
２
１
年
度
に
競
争
入
札

で
契
約
し
た
２
５
０
万
円
超

の
主
な
工
種
の
工
事
の
契
約

件
数
は
１
４
７
件
で

予
定

価
格
に
対
す
る
落
札
金
額
の

割
合
で
あ
る
落
札
率
の
平
均

は

・

％
だ

た

前
年

度
と
比
べ
件
数
は

件
増
加

し

平
均
落
札
率
は
０
・


ポ
イ
ン
ト
低
下
し
た


　
工
種
別
の
平
均
落
札
率
で

は

土
木
工
事
は

・

％

で

前
年
度
よ
り
０
・

ポ

イ
ン
ト
上
昇
し
た

一
方


舗
装
工
事
は

・

％
で
０

・

ポ
イ
ン
ト
低
下

橋
梁

補
修
工
事
は

・

％
で
０

・

ポ
イ
ン
ト
低
下
し
た


　

年
度
の
主
な
工
種
ご
と

の
工
事
の
契
約
状
況
は
次
の
通

り︵
①
件
数
②
平
均
落
札
率
︶

　
▽
土
木
①

件
②

・


％
▽
舗
装
①

件
②

・


％
③
Ｐ
Ｃ
橋
上
部
工
①
５
件

②

・

％
▽
鋼
橋
上
部
工

①
４
件
②

・

％
▽
橋
梁

補
修
①

件
②

・

％
▽

電
気
①

件
②

・

％
▽

塗
装
①

件
②

・

％
▽

造
園
①
１
件
②

・

％
▽

道
路
付
属
物
①

件
②

・


％

　
日
本
工
営
︵
千
代
田
区
︶

は

交
通
系
電
子
決
済
サ


ビ
ス
な
ど
を
提
供
す
る
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
の
Ｆ
ｉ
ｎ
Ｔ
ｅ
ｃ

ｈ
企
業

Ｐ
Ｔ
　
Ａ
ｉ
ｎ
ｏ

　
Ｉ
ｎ
ｄ
ｏ
ｎ
ｅ
ｓ
ｉ
ａ

︵
Ａ
Ｉ
Ｎ
Ｏ
︶
に
資
本
参
加

し
た

両
社
は
今
後

交
通

や
都
市
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
市
場

を
対
象
に
ビ

グ
デ

タ
を

活
用
し
た
サ

ビ
ス
を
共
同

開
発
す
る


　
Ａ
Ｉ
Ｎ
Ｏ
が
参
画
す
る
事

業
や
運
営
し
て
い
る
プ
ラ


ト
フ


ム
に
集
約
さ
れ
る

ヒ
ト
・
モ
ノ
な
ど
に
関
す
る

ビ

グ
デ

タ
と

日
本
工

営
の
コ
ン
サ
ル
テ

ン
グ
の

ノ
ウ
ハ
ウ
を
組
み
合
わ
せ


交
通
や
都
市
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

市
場
を
対
象
に

特
定
の
課

題
に
対
す
る
デ

タ
分
析
レ

ポ

ト
や
分
析
ツ

ル
を
提

供
し

具
体
的
な
解
決
策
立

案
を
支
援
す
る
サ

ビ
ス
を

立
ち
上
げ
る

２
０
２
３
年

を
め
ど
に
提
供
を
開
始
す
る


　
将
来

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の

各
都
市
や

他
の
国

地
域

に
も
事
業
展
開
し
て
い
く
方

針
だ


　
環
境
省
は

初
弾
の
脱
炭

素
先
行
地
域
に
決
ま

た


自
治
体
の
代
表
者
ら
を
招

き

選
定
証
の
授
与
式
を
都

内
で
開
い
た

山
口
壯
︵
つ

よ
し
︶
環
境
相
は
﹁
グ
リ


ン
を
制
す
る
者
が
世
界
を
制

す
る
﹂
と
述
べ

選
定
さ
れ

た
各
地
域
の
計
画
が

脱
炭

素
と
経
済
発
展
の
両
立
の
モ

デ
ル
と
な
る
こ
と
に
期
待
感

を
示
し
た


　
企
業
な
ど
と
と
も
に

２

０
３
０
年
の
脱
炭
素
化
を
目

指
す
優
れ
た
計
画
を
提
案
し

た
地
域
を
選
定
し
た


　
環
境
省
は
今
後

複
数
年

度
に
わ
た

て
地
域
脱
炭

素
移
行
・
再
エ
ネ
推
進
交
付

金
な
ど
を
通
じ
た
包
括
支

援
を
行
う


年
度
ま
で
に

少
な
く
と
も
１
０
０
カ
所
の

脱
炭
素
先
行
地
域
を
選
定

す
る
予
定
で

今
後
も
年
２

回
程
度

募
集
を
継
続
す

る


　
東
久
留
米
市
と
鈴
与
商
事

︵
静
岡
市
清
水
区
︶

Ｒ
Ｅ

Ｘ
Ｅ
Ｖ
︵
レ
ク
シ
ヴ
・
神
奈

川
県
小
田
原
市
︶
の
３
者
は

１
日

﹁
電
力
イ
ン
フ
ラ
の

強
化
等
﹂
に
関
す
る
産
官
連

携
協
定
を
締
結
し
た

写

真

２
０
２
３
年
１
月
か
ら

の
運
用
開
始
を
目
指
す


　
災
害
発
生
時

市
が
外
部

か
ら
の
電
源
に
頼
ら
ず
に
３

日
分︵

時
間
︶の
電
力
供
給

体
制
を
構
築
で
き
る
よ
う


非
常
用
電
源
シ
ス
テ
ム
を
市

庁
舎
に
整
備
す
る


　
新
た
な
シ
ス
テ
ム
は

電

気
自
動
車
︵
Ｅ
Ｖ
︶
を
電
源

と
し
て
活
用
す
る
こ
と
を
想

定

平
常
時
は
太
陽
光
発
電

の
電
力
を
庁
内
で
使
用
す
る

一
方

災
害
で
外
部
か
ら
の

電
力
供
給
が
途
絶
え
た
場
合

は

鈴
与
商
事
子
会
社
の
鈴

与
レ
ン
タ
カ

が
Ｅ
Ｖ
と
ガ

ソ
リ
ン
車
を

ま
た
Ｒ
Ｅ
Ｘ

Ｅ
Ｖ
も
同
社
の
Ｅ
Ｖ
を
市
に

派
遣
し

災
害
対
策
本
部
と

な
る
市
役
所
の
﹁
電
源
﹂
と

し
て
こ
れ
ら
を
使
う


年


月
に
行

た
公
募
型
プ
ロ

ポ

ザ
ル
で

鈴
与
商
事
を

代
表
企
業

Ｒ
Ｅ
Ｘ
Ｅ
Ｖ


久
米
設
計

鈴
与
電
力
を
構

成
員
と
す
る
Ｊ
Ｖ
が
行

た

技
術
提
案
を
踏
ま
え

準
備

を
進
め
て
き
た


　
本
庁
舎
屋
上
に
太
陽
光
パ

ネ
ル
を
設
置
し
た
り

庁
舎

地
下
部
分
に
蓄
電
池
を
据
え

付
け
る
工
事
の
契
約
を
月
内

に
済
ま
せ
着
工
す
る


　
協
定
締
結
後

富
田
竜
馬

市
長
は

﹁
持
続
可
能
な
社

会
を
目
指
す
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
も

つ
な
が
る
取
り
組
み
と
期
待

し
て
い
る
﹂
と
述
べ
た


　
国
土
交
通
省
は

港
湾
な

ど
の
海
上
工
事
で
使
用
す
る

作
業
船
の
在
り
方
に
つ
い
て

議
論
を
始
め
た

作
業
船
の

隻
数
が
ピ

ク
時
の
半
数
ま

で
減
少
し
た
現
状
を
踏
ま

え

適
正
な
保
有
水
準
と
運

用
体
制
を
探
る

今
夏
に
も

課
題
ご
と
の
取
り
組
み
を
基

本
方
針
の
骨
子
案
と
し
て
ま

と
め
る

５
月

日
に
﹁
港

湾
・
空
港
工
事
の
あ
り
方
検

討
会
﹂
を
開
い
た


　
港
湾
工
事
で
浚
渫
や
ケ


ソ
ン
製
作
に
使
用
す
る
作
業

船
は

２
０
０
１
年
の
１
万

隻
を
ピ

ク
に
減
り
続
け



年
に
ピ

ク
時
の

％
と

な
る
５
６
５
７
隻
ま
で
減
少

し
た

既
存
作
業
船
の
一
部

は
老
朽
化
も
進
ん
で
い
る


　
国
交
省
で
は

円
滑
な
港

湾
整
備
や
災
害
復
旧
対
応
を

持
続
す
る
た
め
に

作
業
船

を
一
定
の
水
準
で
確
保
す
る

必
要
が
あ
る
と
し

適
正
な

保
有
水
準
を
検
討
す
る


　
脱
炭
素
社
会
の
実
現
に
向

け
た
機
運
が
高
ま
る
中

作

業
船
の
新
造
・
改
造
で
の
環

境
負
荷
の
低
減
と
い

た
観

点
か
ら
も
課
題
を
洗
い
出

し

課
題
解
決
の
た
め
の
具

体
策
を
考
え
る


　
担
い
手
の
確
保
・
育
成
も

意
識
し
な
が
ら

作
業
船
の

係
留
場
所
の
確
保
や
居
住
設

備
の
設
置
基
準
と
い

た
課

題
も
整
理
す
る


　
東
日
本
建
設
業
保
証
が


前
払
金
保
証
の
実
績
に
基
づ

き
ま
と
め
た
﹁
公
共
工
事
の

動
向
﹂
に
よ
る
と

同
社
が

５
月
に
取
り
扱

た
公
共
工

事
の
件
数
は
前
年
同
月
比
３

・
２
％
減
の
８
６
４
３
件


請
負
金
額
の
合
計
は

・
７

％
減
の
６
８
５
２
億
円
だ


た

請
負
金
額
で
は

国
と

独
立
行
政
法
人

都
道
府
県

の
減
少
幅
が
大
き
か

た


４

５
月
の
累
計
は

件
数

が
前
年
同
期
比
４
・
６
％
減

の
１
万
８
８
５
２
件

請
負

金
額
が
５
・
２
％
減
の
１
兆

７
７
３
２
億
円
と
な

た


　
５
月
の
発
注
機
関
別
の
請

負
金
額
は
▽
国
が
１
３
７
６

億
円
︵
前
年
同
月
比

・
３

％
減
︶
▽
独
立
行
政
法
人
等

が
１
２
０
４
億
円
︵

・
０

％
減
︶
▽
都
道
府
県
が
１
５

１
６
億
円
︵

・
１
％
減
︶

▽
市
区
町
村
が
２
２
２
７
億

円
︵
５
・
０
％
減
︶
▽
地
方

公
社
が
１
０
９
億
円
︵

・

７
％
増
︶
▽
そ
の
他
が
４
１

７
億
円︵

・
７
％
減
︶


　
国
で
は

中
部
地
方
整
備

局
を
中
心
に
国
土
交
通
省
が

前
年
よ
り
２
３
６
億
円
減


た
こ
と
が
響
い
た

独
立
行

政
法
人
等
で
は

横
浜
環
状

南
線
の
大
型
工
事
で
東
日
本

高
速
道
路
会
社
が
１
５
５
億

円
増
加
し
た
が

前
年
に
あ


た
新
東
名
関
連
の
大
型
工

事
の
反
動
で
中
日
本
高
速
道

路
会
社
が
３
１
７
億
円
減
少

し

全
体
の
マ
イ
ナ
ス
に
つ

な
が

た


　
都
道
府
県
で
は

前
年
の

新
庁
舎
の
反
動
に
よ
る
岐
阜

県
の
１
８
４
億
円
の
減
少
が

目
立

た
市
区
町
村
で
は


川
崎
市
の
ご
み
処
理
施
設
な

ど
で
神
奈
川
県
が
１
６
２
億

円
増
加
し
た
も
の
の

千
葉

県
や
栃
木
県
な
ど
が
減
少

し

全
体
で
は
マ
イ
ナ
ス
し

た


　
地
域
別
の
請
負
金
額
で

は

甲
信
越
︵
前
年
同
月
比


・
８
％
増
︶
と
関
東
︵
０

・
２
％
増
︶で
増
加
し
た
が


東
海
︵

・
３
％
減
︶

東

北
︵

・
０
％
減
︶

北
陸

︵
８
・
９
％
減
︶
が
マ
イ
ナ

ス
だ

た


　
５
月
に
取
り
扱

た
工
事

の
金
額
階
層
別
の
件
数
・
請

負
金
額
は
▽
５
０
０
０
万
円

未
満
の
﹁
小
規
模
﹂
が
６
２

６
２
件
︵
前
年
同
月
比
１
・

４
％
減
︶

１
０
５
７
億
円

︵
２
・
６
％
減
︶
▽
５
０
０

０
万
円
以
上
５
億
円
未
満
の

﹁
中
規
模
﹂
が
２
２
０
３
件

︵
７
・
４
％
減
︶

２
８
８

１
億
円
︵
９
・
３
％
減
︶
▽

５
億
円
以
上
の
﹁
大
規
模
﹂

が
１
７
８
件︵
９
・
６
％
減
︶

２
９
１
３
億
円
︵

・
７
％

減
︶


件
数
・
請
負
金
額

と
も
全
て
の
階
層
で
マ
イ
ナ

ス
し
た


　
環
境
省
は

﹁
建
築
物
等

の
脱
炭
素
化
・
レ
ジ
リ
エ
ン

ス
強
化
促
進
事
業
﹂
の
補
助

対
象
と
な
る
事
業
を
募
集
し

て
い
る

新
築
・
既
設
建
物

の
ネ

ト
・
ゼ
ロ
・
エ
ネ
ル

ギ

︵
Ｚ
Ｅ
Ｂ
︶
化
や

既

存
建
物
や
上
下
水
道
・
ダ
ム

施
設
の
省
Ｃ
Ｏ

化

国
立

公
園
施
設
の
脱
炭
素
化
を
支

援
し

２
０
５
０
年
カ

ボ

ン
ニ


ト
ラ
ル
の
実
現
と

建
築
物
の
災
害
に
対
す
る
強

靱
︵
き

う
じ
ん
︶
性
の
強

化
に
つ
な
げ
る

公
募
期
間

は
７
月

日
ま
で


　
建
物
の
Ｚ
Ｅ
Ｂ
化
支
援

は

災
害
発
生
時
に
活
動
拠

点
と
な
る
公
共
性
の
高
い
施

設
が
対
象

停
電
時
も
機
能

で
き
る
よ
う
な
﹁
レ
ジ
リ
エ

ン
ス
強
化
型
﹂
の
Ｚ
Ｅ
Ｂ
化

に
必
要
な
工
事
費

設
備
費

な
ど
を
補
助
す
る

上
限
額

は
５
億
円


　
ま
た

既
存
の
民
間
建
築

や
テ
ナ
ン
ト
ビ
ル
と
し
て
使

う
空
き
家
の
省
Ｃ
Ｏ

改
修

も
上
限
５
０
０
０
万
円
ま
で

補
助
す
る


　
国
立
公
園
内
で
は
宿
舎
・

休
憩
所
な
ど
の
設
備
改
修


省
エ
ネ
化
を
支
援
す
る

補

助
率
は
最
大
２
分
の
１


　
上
下
水
道
・
ダ
ム
施
設
で

は

小
水
力
発
電
設
備
な
ど

の
再
エ
ネ
設
備
の
整
備

省

Ｃ
Ｏ

性
の
高
い
機
器
の
導

入
を
支
援
す
る

補
助
率
は

最
大
２
分
の
１


　
補
助
金
は
静
岡
県
環
境
資

源
協
会
を
通
じ
て
交
付
す
る


　
奥
村
組
の
連
結
子
会
社
の

平
田
バ
イ
オ
エ
ナ
ジ

は


福
島
県
平
田
村
に
建
設
を
進

め
て
い
る
木
質
バ
イ
オ
マ
ス

発
電
設
備
２
機
の
う
ち

福

島
平
田
村
バ
イ
オ
マ
ス
パ
ワ


１
号
の
営
業
運
転
を
開
始

し
た

バ
イ
オ
マ
ス
パ
ワ


２
号
は
２
０
２
３
年
４
月
の

営
業
運
転
開
始
に
向
け

引

き
続
き
建
設
工
事
を
進
め

る


　
同
事
業
は
発
電
規
模
１
９

０
０


の
発
電
設
備
２
機

を
建
設
し

国
産
材
由
来
の

木
質
チ

プ
を
燃
料
と
し
た

発
電
事
業
を
行
う
も
の

燃

料
と
な
る
木
質
チ

プ
に
は

全
て
福
島
県
や
近
隣
県
の
林

地
で
発
生
す
る
間
伐
材
な
ど

を
使
用
す
る
計
画
で

地
域

社
会
の
活
性
化
に
も
貢
献


奥
村
組
は
脱
炭
素
社
会
の
実

現
に
向
け

今
後
も
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ

を
活
用
し
た

事
業
を
積
極
的
に
推
進
す
る

な
ど

持
続
可
能
な
社
会
の

実
現
を
目
指
す
と
し
た


　
高
性
能
な
位
置
情
報
を
取
得
で
き
る
Ｇ
Ｎ
Ｓ
Ｓ
︵
測

位
衛
星
シ
ス
テ
ム
︶
は

い
ま
や
産
業
や
生
活
に
お
い

て
欠
か
せ
な
い
シ
ス
テ
ム
の
一
つ

Ｇ
Ｎ
Ｓ
Ｓ
機
器
の

小
型
化
や
高
性
能
化
の
み
な
ら
ず

付
随
サ

ビ
ス
も

日
進
月
歩
の
進
化
を
続
け
て
い
る
コ
ア︵
世
田
谷
区
︶

は

日
本
版
Ｇ
Ｐ
Ｓ
﹁
み
ち
び
き
﹂
の
高
精
度
測
位
補

強
サ

ビ
ス
﹁
Ｃ
Ｌ
Ａ
Ｓ
﹂
に
対
応
し
た
Ｇ
Ｎ
Ｓ
Ｓ
マ

ル
チ
受
信
機
﹁
Ｃ
ｏ
ｈ
ａ
ｃ
∞
　
Ｔ
ｅ
ｎ
﹂
を
開
発
し

た


　
新
た
に
市
場
投
入
し
た
﹁
Ｃ
ｏ
ｈ
ａ

ｃ
∞
　
Ｔ
ｅ
ｎ
﹂
は

大
幅
な
小
型
軽

量
化
を
実
現

受
信
機
は
名
刺
と
同
等

サ
イ
ズ︵
従
来
製
品
比
・
体
積

％
減
︶

重
量
は
わ
ず
か
１
０
０

︵
従
来
製
品

比
・
重
量

％
減
︶
で

基
板
単
体
で

は


と
な
り

ド
ロ

ン
な
ど
重
量

に
対
す
る
要
求
が
厳
し
い
装
置
に
も
搭

載
が
手
軽
に
な

た

ま
た

１
秒
間

に
１
０
０
ポ
イ
ン
ト
測
位
す
る
１
０
０


出
力
に
対
応
す
る
こ
と
で

鉄
道
や

車
両
な
ど
高
速
移
動
時
の
動
き
も
詳
細

に
把
握
で
き
る
点
も
特
徴

担
当
者
に

よ
る
と
﹁
受
信
機
単
体
の
価
格
は

万

円
程
度
で

従
来
機
よ
り
低
価
格
な
設

定
だ

こ
の
価
格
帯
で
み
ち
び
き
の
サ


ビ
ス
が
使
え
る
こ
と
で

機
械
メ


カ

や
ソ
リ


シ

ン
開
発
に
組
み

込
み
た
い
企
業

自
動
運
転
の
研
究
機

関
な
ど
問
い
合
わ
せ
が
増
え
て
い
る
﹂

と
話
す


　
同
社
で
は
機
器
の
販
売
と
と
も
に


み
ち
び
き
の
高
精
度
測
位
を
利
用
し
た

﹁
Ｇ
Ｎ
Ｓ
Ｓ
評
価
分
析
﹂
﹁
Ｇ
Ｎ
Ｓ
Ｓ

位
置
管
理
﹂﹁
ド
ロ

ン
測
量
・
点
検
﹂

に
関
し
て

高
精
度
測
位
ソ
リ


シ


ン
を
パ

ケ

ジ
で
提
案
し
て
い

る

ド
ロ

ン
の
利
用
シ

ン
が
増
え

る
中

正
確
な
自
己
位
置
を
把
握
す
る

こ
と
が
重
要
に
な
る

ド
ロ

ン
ソ
リ



シ

ン
﹁
Ｃ
ｏ
ｈ
ａ
ｃ
∞
　
Ｃ
ｈ

ｒ
ｏ
ｎ
ｏ
Ｓ
ｋ
ｙ
﹂
を
提
供
す
る
に
あ

た
り

Ａ
Ｃ
Ｓ
Ｌ
と
共
同
で
み
ち
び
き

Ｃ
Ｌ
Ａ
Ｓ
に
対
応
す
る
国
産
ド
ロ

ン

も
開
発
し
た

担
当
者
は
﹁
位
置
情
報

を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
写
真
に
記
録
す
る

た
め

空
中
写
真
測
量
を
実
施
す
る
際

に
地
上
の
標
定
点
が
不
要
と
な
り

大

幅
な
作
業
効
率
化
が
期
待
で
き
る
﹂
と

強
調
し
た



